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 中国は 2000年以降、60歳以上の高齢者が総人口の 10％を超え、高齢化社会に突入した。2010年
の第 6回人口センサスによれば、中国の 60歳以上の高齢者は 1億 7800万人で総人口の 13.3％、65
歳以上は１億 1900 万人で総人口の 8.9％を占めている。いうまでもなく中国は、世界で最も高齢者
人口が多い国である。またそれは毎年約 1000 万人ずつ増加し、2025 年には 3 億人、2034 年には 4
億人を超えると予測されている。この現実は、中国の高齢化対策に厳しい課題を突きつけている。 


















































































































的な「都市労働者基本年金保険（以下、都市労働者年金）」は、改革開放開始から約 20 年後の 1997
年になって、ようやく導入されたのである。しかもそれは、賦課方式と積立方式を結びつけた制度
であり、自己責任と個人の拠出を前提にしていた。すなわち企業が納付する保険料を社会プール基



















  出所：江藤宗彦，2011，「成長する中国の医療市場と医療改革の現状」富士通総研：9  
 
表 0-1：中国の公的医療保険制度 






































市政府 市政府 県政府  



































































































1997 年 2011年 2009年 1955年 
出所：矢作大祐，2013，「中国の年金制度・資産の現状と課題」大和総研：4  
 
 第 3期は、「ポスト改革期」（2007年～現在）である。 












































































































































































 艾斌(2009)は、2000年から 2003年にかけて瀋陽市で、60歳以上の高齢者 2766人を対象に死亡調
査を実施した。そして Cox 生存分析の方法により、性別・年齢・健康状況・生活習慣等の諸要素の
寿命への影響を考察した。また鄭小華・黒田研二(2008)は 2005年、北京市の 70歳以上の高齢者 60
7人を対象にアンケート調査を行い、高齢者の養老介護サービス利用希望、および、その関連要因に



































 さて 2000年以降、高齢者の入居施設に関する研究も、主に 3つの方法で進められてきた。 
 第 1は、施設・設備のハード面や介護職員に関する研究である。陳晶・龍有二・姜燕・ほか(2008)、
陳引弟(2012,2012a,2012b)、石田路子(2013)等が、それである。 





















































































状況調査」によれば、年金額は 1万元から 200元まで、その格差は 50倍にも達している 27。職歴・
家族の職業等を明確にしない経済階層設定は、曖昧なものにならざるを得ない。 



































 2010年、陝西省の総生産額は 10021.5億元で、第一産業が 988.5億元（9.9％）、第二産業が 5403.
5億元（53.9％）、第三産業が 3629.5％（36.2％）である。明らかに第二産業が主産業といえる。特
にエレクトロニクス、機械製造、医薬、化学、エネルギーが陝西省の支柱産業となっている。 
 2010年の陝西省の都市住民一人当たりの可処分所得（年収）は 15695元で、全国平均の 19109元
より低く、北京市等の直轄市を除く各省の中では、27の全国省・自治区のうち、15位の中位にある




順位 地域名 都市住民可処分年間所得(元) 地域名 農民年間純収入（元） 
01 浙江省 27359 浙江省 11303   
02 広東省 23898 江蘇省 8980 
03 江蘇省 22944 広東省 7623 
04 福建省 21781 福建省 7427 
05 山東省 19490 遼寧省 6908  
06 遼寧省 17713 山東省 6837 
07 内モングル 17698 黒龍省 6210 
08 広西 17064 吉林省 5950 
09 湖南省 16566 江西省 5789 
10 河北省 16162 湖北省 5736 
11 雲南省 16065 河北省 5651 
12 河南省 15903 湖南省 5622 
13 湖北省 15843 内モングル 5440 
14 安徽省 15788 河南省 5308 
15 陝西省 15695 安徽省 5285 
16 山西省 15640 海南省 5275 
17 海南省 15623 四川省 5103 
18 吉林省 15572 山西省 4730 
19 江西省 15481 寧夏 4675 
20 四川省 15467 新疆 4629 
21 寧夏 15344 広西 4400 
22 チベット 14800 陝西省 4105 
23 貴州省 14197 青海省 4087 
24 黒龍省 13856 チベット 3990 
25 青海省 13500 雲南省 3592 
26 新疆 13500 貴州省 3407 
27 甘粛省 13062 甘粛省 3308 
出所:百度贴吧中华城市吧を参考：（2016年7月15日，最終閲覧  http://tieba.baidu.com/p/1103375189） 
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 陝西省の人口は、2010年時点で 3733万人である。65歳以上の人口比率は 8.53％に達する。また
それは 2000年に比べ、2.63％上昇し、全国平均の 1.91％を遥かに上回り、高齢化が急速に進んでい
る事実を物語る。 













長安区という 10の市轄区、および、藍田県、周至県、戸県の 3県、計 13の行政区がある(図 0-4)。








 2010年時点で、西安市の 65歳以上の人口比率は 8.5％であり、北京市の 8.7％とほぼ同水準に達











増し、1948 年には 200 万人を超えた」29という。また東西冷戦時代、中国政府は国防政策の一環と
して軍需産業など重工業を内陸部に大々的に移転させ、多数の技術者・労働者を中国全土から移動
させた。『西安市志』は、「西安市が国家重点工業基地と位置づけられて外来人口を大量に吸収し 19




























 調査は 2011年～2014年、在宅高齢者（44名）、および、施設入居高齢者（24名）、計 68名を対象
として、インテンシブな面接聞き取り調査の方法で実施した。 
 調査対象者の年齢は、60 歳以上である。一般的には、65 歳以上の高齢者人口が全人口の 7％、あ








 すなわちまず第 1 に、個々の高齢者をめぐる客観的諸条件だけでなく、諸個人がそれらの諸条件
を自らのトータルな「生命＝生活」過程にいかに主体的に位置づけているかを把握する。 
 第 2 に、個々の高齢者の現在の生活過程を、過去の生活史、および、将来の展望という史的文脈
の中で捉える。 
 第 3 に、個々の高齢者の生活過程を、彼らの実際の行為や社会関係・集団・組織、総じて協働様
式との関連で捉える。家族・社区・施設内での社会関係はそれ自体、高齢者の生活と福祉を実現す
る協働様式である。 






















 【第１次調査】：2011年 6～7月、約 4週間。 
   A社区（9名）、B社区（10名）、H施設（7名）のインタビュー調査・参与観察。 
 【第２次調査】：2012年 6～7月、約 4週間。 
   F施設・G施設・I施設・J施設（計 17名）のインタビュー調査・参与観察。 
 【第３次調査】：2013年 7～8月、約 4週間。 
   A社区、B社区の補足調査・資料収集。 
   C社区（10名）のインタビュー調査・参与観察。社区ディーサービスセンターの聞き取り。 
   D地域（12名）のインタビュー調査・参与観察。 
 【第４次調査】：2014年 6月、約 2週間 
   H施設の補足調査。 












































































































第２節 「街道社区」の B社区 
次に「街道社区」の B社区の概要を紹介しよう。 
B社区は 2000年に成立され、現在、職員は 18名である。管轄面積は 0.1km2、常住は 1229世帯、
32 
 















がある。さらに 3 つのボランティア組織が結成され、ボランティアへの参加者は 200 人を超えてい
る」という。 
 
第３節 「新建住宅社区」の C社区 
さて、「新建住宅社区」の C社区は 2004年に成立され、現在、職員は 16名である。面積は 333 km2 
であり、常住 4670世帯、総人口は 12000人である。住民のうち高齢者は 60歳以上が 1360名、80歳























2010.3 藍田県玉順山への日帰り旅行  住民130名が参加 
2010.5 某単位住宅のための環境・安全改善 塀造り、溝埋め 
2010.6 スニーカ 4ー2足 老年太極拳隊および60歳以上の貧困高齢者に配給 
2011.2 春節慈善活動 慈善協会、西旅グループ会社、蘇寧電器会社の協力で、８つの貧困家庭に米・小
麦粉・食用油や250元の慰問金を配給 
2011.2 清掃活動  管轄区域の学校の協力を受け、社区内で学生による清掃活動 




    社区の体操隊、舞踊隊、合唱隊、武術隊、太極拳隊などが出演 
2011.4 労働節公演 管轄区域の幼稚園の子供による公演会 
2011.9 国慶節公演 「西安市2011年劇曲の恵民公演1000回」のプロジェクトの一つ 
        社区の舞踊隊と老年モデル隊が出演 
2011.12 社区運動会   
2012.3 「雷鋒に学ぼう」活動  社区管轄区域の学校の学生、企業・会社・商店の従業員および社区職 




     20名の貧困老人に米、小麦粉、食用油、買い物カードを配給 
2013.2 元宵節謎解け活動  物件管理会社の協力を受け、 
          高級マンジョン地区と準高級マンション地区で開催 
2013.3 就職支援  失業者を合同企業説明会に案内参加 
2013.3 社区職員による公用トイレの清掃    
2013.4 遠足  法門寺への日帰り旅行 参加高齢者30名 
2013.5 公演  西安市文化放送新聞出版社に行われた「劇曲の恵民公演1000回」プロジェクト 
     社区モデル隊が出演 
2013.6 子供の日を祝うため、幼稚園と協力して、子供たちに公演会を開催 













































は 20名全員、何らかの教育を受けた。これに対し、女性は 24名のうち不就学が 12名と半数を占め
る。 
 
表 1-2-1 学歴・職歴における男女格差 

































誕生年代 1920年代 1930年代  1940年代 1950年代 
社区・地域名 A B C D A B C D A B C D A B C D 
不就学   1 1 1 1 2     3    3 
夜間学校  4    2           
小学校      1    1 1 3     
中学校       2  1 1 2 1     
中専・高校     2  1  3   1     
大専・大学   1  2    2 1       
計 0 4 2 1 5 4 5 0 6 3 3 8 0 0 0 3 



















第１節 「単位社区」の A社区 

























 表1-2-3   A社区の高齢者の基本属性 






























































































































































































＊ A7・男・73 歳・河北省「1966 年から 1978 年まで軍隊に入っていた。復員して、研究所に配
置された。」 













 表1-2-4   A社区の高齢者の職歴と年金 





















































































































































































































































































































































































































































第３節 「新建住宅社区」の C社区 
さて、「新建住宅社区」の C社区では、男性 5名、女性 5名、計 10名の高齢者に対して、面接聞
き取り調査を行った。彼らは 1920〜40年代に生まれ、年齢は 60代から 80代まで多様であるが、75


















































































































































































































































































































第４節 「流動人口集住地域」の D地域 
最後に、「流動人口集住地域」の D地域に住む流動人口の高齢者の生活史と経済基盤である。 




表 1-2-9 D地域の高齢者の基本属性 
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＊ B9・女・85 歳「家に電気製品は何にもない。固定電話すらない。年金は月 680 元しかなく、
食べるにも事欠く状態だから、電化製品は買えない。」 
＊ B10・女・84 歳「1982 年に建てられた廉租房だ。部屋は非常に狭く、28 ㎡しかない。室内に
は何にもない。」 
 


















































































































































































＊ D8・女・60歳「息子二人、夫と 4人で一緒に住んでいる。2室で家賃は月 700元もかかる。部
屋には電気製品は何もない。ベッドとタンスだけだ。」 




























































































































































































＊ A3・男・72 歳「子供たちは皆、近くに住んでいる。遠くても歩いて 40 分、近ければ 20 分も
かからない。特に長男の職場は近所なので、お昼はほぼ毎日うちで食べている。」 





































































































































































































































































































＊ A5・男・77 歳「息子は 2 人とも身近にいない。長男は広州、次男は上海で働いている。少な
くとも一人くらい、近くに残せばよかった。後悔している。彼らが家族連れで帰省するのは大
変なので、私と妻はよく会いに行く。行けば、2〜3ヶ月滞在する。」 









高齢者 子供数 性別 年齢 学歴 職歴 居住地 



































A4 1人 男 36 大学院 ①エンジニア ドイツ 




























































A10 1人 男 38 大学 ①A研究所の専門職 西安 
















注：①公務員・管理職・専門職等 ②大型国有企業社員・企業経営者  


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































高齢者 子供数 性別 年齢 学歴 職歴 居住地 
B1 1人 男 36 大学 ①銀行の管理職 西安 
B2 1人 男 60 大学 ①中学校の校長 西安 







































































































































B11 0 / / / / / 
資料：実態調査より作成 
注：①公務員・管理職・専門職等 ②大型国有企業社員・企業経営者  


















































 子供数 性別 年齢 学歴 職歴 居住地 






































































































































































注：①公務員・管理職・専門職等 ②大型国有企業社員・企業経営者  















































































































































































































































































































































































































































































































































































































表 1-4-10 D地域の高齢者の同居家族と配偶者について 
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 子供数 性別 年齢 学歴 職歴 居住地 



























































































































































D11 1人 男 40 中学校 ④非正規 西安 
















注：①公務員・管理職・専門職等 ②大型国有企業社員・企業経営者  



















































































有している（表 1-5-1）。また A 社区では、住民間の連帯感が非常に強い。住民のほとんどは、A 社
区の研究所のかつての同僚で、古くからの顔なじみなので、交流が頻繁である。 
 
表 1-5-1 A社区の高齢者の社会諸関係 
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表 1-5-2 B社区の活動に参加している高齢者 
 性別 年齢 学歴 職歴 年金収入 子供数 子供の職業 
B1 女 66 大専 中小国有企業の幹部 1000〜2000元 1人 銀行の管理職 
B3 女 80 小学校 中小国有企業の社員 2000〜3000元 3人 ①公務員 
①公務員 
②鉄道会社の社員 
B7 女 79 夜間 
学校 
























表 1-5-3 B社区高齢者の社会諸関係 


























































































































































































































表 1-5-4 C社区高齢者の社会諸関係 



















































































































































































表 1-5-5 D地域高齢者の社会諸関係 






















































































































































































































































表 1-6-1 A社区高齢者の悩みと生活満足度 






































































































































































































































































































































































































































































表 1-6-3 B社区高齢者の悩みと生活満足度 


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表 1-6-6 C社区高齢者の悩みと生活満足度 























































































































































































































































表 1-6-7 D地域高齢者の悩みと生活満足度 
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付録  社区・地域間比較表 
 
高齢者の基本属性 































































































































































































































































































































未婚・死離別 1 6 3 5 






































































































    





















































































































































































































































































































































































































































































































































































設は 32ヶ所、民立施設は 63ヶ所である。ベッド数は、総計 22680床で、公立施設は 9221床と少な
く、民間施設が 15359床で、全体の三分二を占めている 47。 
本研究では、西安市内で、入居者の経済水準、および、施設の設置・運営形態に着目し、6つの典
型的な施設を選定し、そこに入居している 60歳以上、計 24名の高齢者に対して、面接聞き取り調
査を実施した。公立民営の E施設で 4名、公立公営の F施設で 3名、公立公営の G施設で 3名、公
助民営の H施設で 7名、民立民営の I施設で 3名、そして公立公営の J施設で 4名である。 
以下、各施設の概況を確認しておこう。 
 






























職員は、院長を含めて計 24名で、うち看護職員 4名、介護職員 10名、事務職員 3名、食事スタ












自立の場合で、一人部屋は 2180 元、二人部屋は 1680 元である。要介護の場合、毎月、介護度によ





表 2-1-1 E施設の入居費について                 単位：元/月 











































  暖房費、冬四ヶ月分、300元/月 
  注射、60元/月 
  血糖測定、6元/回 
 




























に 360元で、一日 12元となる。冬は暖房費が月に 200元で、四ヶ月分を納める。そしてエアコン付
きの部屋だけは、冷房費として月に 200 元で三ヶ月分を納める必要がある。F 施設の最高利用費は、











表 2-1-2 F施設の入居費用について        単位：元/月 








































G施設は建築面積 750㎡、ベッド数 60床であるが、現在入居者は 64名で、規定人数よりややオー
バーしている。自立高齢者が 51名で、圧倒的に多い。要介護者は介護度によって全介護と半介護に



















表 2-1-3 G施設の入居費について                     単位：元/月 







































  暖房費、冬 4ヶ月、80元/月 
 
毎月の入居費用は、二人部屋で 790元、三・四人部屋で 570元である。食費は F施設と同様、一
日 12元で、月に 360元となる。要介護の場合、半介護で 400元、全介護で 800元を納める必要があ
る。G施設は水・電気が設置主体の国有企業によって提供されるため、冷房費と暖房費は非常に安く









る公助費を含めて、総投資額は 1.6 億元に達している。敷地面積は 10 万㎡、建築面積は 56283 ㎡、
ベッド数は 1900床を擁し、極めて規模の大きな施設である。 
H施設の職員は、医師 3名、看護職員 5名、介護職員 78名、施設長と共産党書記など管理職も含
め事務員 23名、またその他食事スタッフなどが 24名、計 133名である。 
入居者は介護度によって、自立・半介護・全介護・特護Ⅰ・特護Ⅱと分けられている。入居者数


















は一人部屋 660元、二人部屋 340元、三人部屋 230元で、掃除・洗濯などの基本服務費は 130元と








表 2-1-4 H施設①②③の入居費について                 単位：元/月 


























































































いているので、畑にしたり、鑑賞草花を植えたり、自由に使える。ベッド代は 1270 元から 2100 元
まで住宅によって多様な価格に設定されている。電気代は毎月 50kwh までは無料だが、オーバーし
た部分は 0.5元/kwhで納める。またその上に毎月、水道代 60元、総合費 260元、半介護 1150元、
全介護 1500 元、特護 1950 元、食堂を利用する場合は食費 460 元が追加計算される。さらに専用介
護員を付けるサービスもあるが、それは 3000元と、極めて高い。つまり④「別荘区」での最上限入
居費は 6000元弱、最低限入居費は 1800元で高い（表 2-1-5）。 
 
 
表 2-1-5 H施設④の入居費について                    単位：元/月 
別荘番号 ベッド代 食費 総合費 水道代 半介護 全介護 特護 専用介護員 







































⑤「新建公㝢区」は、2011 年に竣工した 7 階建ての建物で、2013 年から入居者の募集を始めた。




居費は 3690元、最低限の入居費でも 1500元弱と高い（表 2-1-6）。 
 
表 2-1-6 H施設⑤の入居費について                    単位：元/月 
項目 服務内容 居室 ベッド代 服務・介護費 食費 水・電気代 合計 
































































































は 1900床を擁するが、2014年時点で入居者数は 610名しかいない。いわば空きベッドが 1290床と
なる。中間層向けの施設は 300 床あり、満室となっている。それに対して、富裕層向けの新建公㝢
区は 1500 床を有するが、8 割近くが空きベッドである。そこで、H 施設は多くの空室を企業・個人
に賃貸し、社宅として利用している。 
 
第５節 民立民営の I施設 
次に、I施設の概況である。 
I施設は、1998年に某企業家が 800万元の投資し、郊外に設置した施設である。敷地面積は 10000











職員は 72名で、うち医師 1名、介護職員 50名、管理職員を含めて事務職員 10名、食事スタッフ









代・基本服務料金を含め 1120 元を納めている。要介護者の場合、半介護 300 元、全介護 1000 元が
加算される。食費は１日 6元、月に 180元のみと安い。それ以外に、夏は冷房代月 120元を 3ヶ月
分、冬は暖房代月 120 元を 4 ヶ月分、別に払う必要がある。I 施設を利用する費用の最上限は 2300
元で、最低限は 1300元となっている（表 2-1-7）。最低限入居費は、H施設のそれより高い。 
 
表 2-1-7 I施設の入居費について                   単位：元/月 
項目 ベッド代・基本服務費 食費 介護費 合計 
自立者 1120 180 ０ 1300 
半介護者 1120 180 300 1600 
全介護者 1120 180 1000 2300 
資料：実態調査より作成 
注：冷房費、夏は三ヶ月分、120元/月 

























職員は、院長 2名、科長 9名、医師 8名、看護職員 5名、介護職員 60名、その他食事スタッフな
































調査対象者は計 24名で、うち男性 8名、女性 16名である。平均年齢は 79歳で、在宅高齢者の 73





表 2-2-1 高齢者の基本属性 


































































































































し、女性は 16名のうち不就学が 7名と多い（表 2-2-2）。「女性には教育は要らない」という伝統的
な男尊女卑思想の影響が大きかったと考えられる。 
 
表 2-2-2 男女別にみる学歴  




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表2-2-10 G施設入居者の職歴・経済状況    
 
 資料：実態調査より作成 
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  はあまり良いことではなかった。夜間学校にも通っていなかった。」 
 
J施設の入居者は、人生の大半を無職または非正規労働者として過ごしてきた。彼らは年金がなく、









 表2-2-14 J施設入居者の職歴・経済状況    
 
 資料：実態調査より作成 
































































































































序 節  
まず、家族構成の全体的な特徴についてみる。 
 
表 2-3-1 家族構成の全体特徴 





































































































































































＊ H4・女・82歳「当時、『上山下郷』が流行っていた。子供は 4人いるが、3人が『下郷』にい 
  ったので、大学に行けなかった。」 























 ＊ G1・女・74歳「娘はいつも私が好きな料理を作り、持ってきてくれる。」 
＊ I3・女・87歳「子供たちが豊かではないので、彼らからはお金をもらってはいない。でも、  




表 2-3-2 子供によるサポート 













































































経営している。次男は公安部門の幹部で、その孫は今、ドイツに留学している。」   
 
表 2-3-3  E施設入居者の子供について 
高齢者 子供数 性別 年齢 学歴 職歴 居住地 










































中小国有企業の社員        定年退職 






























表2-3-4  E施設入居者は子供との関係 





















































































































表 2-3-5 F施設入居者の子供について 
高齢者 子供数 性別 年齢 学歴 職歴 居住地 




































銀行管理職      
電球製造会社の社員 リストラ 
野菜販売会社の社員 リストラ 



































表 2-3-6 G施設入居者の子供について 
高齢者 子供数 性別 年齢 学歴 職歴 居住地 

































































表 2-3-7 H施設入居者の子供について 
高齢者 子供数 性別 年齢 学歴 職歴 居住地 











































































H5 子供がいない      











































表 2-3-8 I施設入居者の子供について 
高齢者 子供数 性別 年齢 学歴 職歴 居住地 


































































































































































表2-3-10  G施設入居者は子供との関係 























































































































































































































































































































































































































































表 2-4-2 F施設入居者の入居前の生活 
 
資料：実態調査より作成 









































 ＊ F2・男・94歳「昔住んでいた住宅は『廉租房』だった。不動産を持っていない。」 
＊ G2・女・80歳「入居するまで、ずっと次男の家で一緒に暮らさせてもらっていた。面積は 50 
   ㎡しかなく、とても狭かった。」 
＊ H2・女・83歳「自分に住宅がなかったので、娘の家を転々として生活をしてきた。」 
＊ I1・男・72歳「住宅を持っていない。施設に来る前は息子の嫁の実家から 1室借りて暮らし 













































































































































































































































































































































































































































































































 ＊ E2・女・79歳「料理は毎日変わる。重複しない。お粥だけでも７、８種類以上もある。」 
＊ E1・女・82歳「朝は必ず卵一個、夜は寝る前に牛乳も配ってくれる。もし外食したくな 
  ったら、出前サービスもある。別料金になるが、部屋にメニューが置いているから、食 



















































表 2-5-2  E施設での生活実態 



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表 2-5-6  F施設での生活実態 












































































































































  と思ったが、ここに来て、施設長は私のことをすごく気をかけて、いつも励ましてくれてい 
  る。ほかの入居者と一緒に運動も少しずつやり始め、今は精神的にも良くなったし、体も健 





















次に、公立公営の G 施設である。同じ公立公営でも、前節で見た F 施設とは、その生活・福祉環
境は大きく異なっている。 
表 2-5-7 G施設の居住・福祉環境 
 
資料：実態調査より作成 



















































































































































































表 2-5-8 G施設への改善要望と満足度 
 
資料：実態調査より作成 
























































































































































































  だ。ここに来る時、リュウマチ性関節炎、ヘルニアなどたくさんの病気を持っており、歩く 







  いぶ元気になった。」 
 
表 2-5-9 G施設での生活実態 












































































































































































表 2-5-10 H施設の居住・福祉環境 
 
資料：実態調査より作成 












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 ＊ I1・男・72歳「介護職員は農村から来た人ばかりだ。専門教育を受けた人はいないと思う。」 
＊ I3・女・87歳「介護職員は、年配の人が多い。私の担当職員は 65歳だ。もちろん同じ高齢者 















 ＊ I2・女・68歳「医務室の先生は獣医だという噂があるから、注射してもらうのが怖い。」 
＊ I3・女・87歳「私は高血圧、胃下垂、胃腸病、下肢潰瘍などたくさんの病気を持っている。 
あまり食べられないし、睡眠薬なしで眠れない。しょっちゅう病院に行かないといけない。  


























表 2-5-14 I施設での生活実態 



















































































































 ＊ I3・女・87歳「以前は書道班があったが、死んだり、退所したりで今は何もなくなった。」 
＊ I2・女・68歳「私は歌を歌うのが好きだ。以前は合唱班があったので、参加していた。でも  
















































































































































































 ＊ I2・女・68歳「いつか必ず自宅に戻る。ここには長く住みたくない。」 
＊ I1・男・72歳「改善要望なんか持っていない。要望しても改善してくれないからだ。早くこ 









 ＊ J1・男・66歳「活動室は常に鍵をかけられている。寄付の授与式の時しか入ったことがない。」 
＊ J2・男・90歳「以前、運動機械がたくさんあった。自転車みたいなものもあったし、腰のマ 





































































































































































































































































































































































































＊ J1・男・66歳「最初、掃除の手伝いをして、月に 10元をもらった。でも他の人は20元の人 
もいるし、40元の人もいる。理髪の手伝いもしたことがある。最初、月に 20元の約束だった
が、結局、3ヶ月したのに、10元しかもらわなかった。」 






























表 2-5-18 J施設での生活実態 






































































































































 ＊ J3・女・70歳「頼れる人がいないから、ここに住むしかない。」 
＊ J2・男・90歳「ここはどんなにひどくても、私にとって家だ。将来については何の計画もな 
  い。『当一天和尚撞一天鐘（1日坊主になればその日だけ鐘を突く）』のように生きていくしか 

























表 2-6-1 「養児防老」意識の変容 








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 ＊ I2・女・68歳「医療費は本当に高い。息子の病気を治すために、たくさん借金をした。」 
 ＊ I3・女・87歳「失業者になった息子の病気を治療するために、住宅も貯金も全部失った。」 





  小さな病気の治療では給付してくれない。高齢者の病気は慢性病が多く、入院して治療を受 




























































































































































































































































ただし G 施設の場合、設置主体の国有企業から経済的支援があり、施設・設備・経費面も F 施設
より優れている。G施設の入居者も、現在の生活におおむね満足している。 
総じて、同じ「星光計画」に基づいて設置された中間層向けの公立施設でも、地域コミュニティ













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































る。逆に、B 社区・D 社区・I 施設のように、「公」や強い「私」の支えがなければ、「共」も脆弱に
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